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三原市流域関連公共下水道事業

雨水ポンプ場の

被災状況について

広島県三原市
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１ 概要

（１） 市の事業

 本市の流域関連公共下水道事業は，平成3年度に下水道法事業計画を受けて
事業を進めている。

 雨水計画においては，全体計画面積1,445.8haに対して平成30年度末の整備
面積は842.1haである。
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２ 被災原因

（１） 被災経緯
【当時の状況】

沼田川本流の水位が高く，梨和川・仏通寺川からの水がはけず，破堤した。

下北方雨水ポンプ場

本郷第１雨水ポンプ場

本郷第２雨水ポンプ場

仏通寺川破堤箇所

梨和川破堤箇所

ＪＲ本郷駅

国道2号

沼田川
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３ 被災状況

（１） 下北方雨水ポンプ場

ア 下北方雨水ポンプ場 施設位置図

・浸水実績がなく，沼田川HWLよ
り高い位置にあったため，耐水
化は未実施だった
・梨和川が破堤し，浸水高さは
2.07mとなりエンジン等が水没し，
屋外設置の現場盤は全て水没
し排水機能が停止した
・排水ポンプ車を手配し、排水を
行った。
・応急本復旧とし，６ヶ月で本復
旧できた

▽水没レベル GL+11.77m

▽GL+9.70m

▽水没レベル GL+11.55m
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３ 被災状況

イ 下北方雨水ポンプ場の被災状況
下北方雨水ポンプ場 周辺写真 下北方雨水ポンプ場 全景写真

・機械搬入のためのシャッターから浸水した
・梨和川の決壊により場内の2.07ｍ高まで水位が上昇
・屋外の流入ゲートは水没
・重油を補給するための小出し槽のレベル計は浸水で故障
・ポンプ棟内のポンプ（2基），エンジン（2機），吐出し弁（2基）その他補機類は水没して
おり，エンジン内に水が浸入し機能停止
・ポンプ形式が一床式減速機内蔵型で，二床式より内燃機関が低い位置であった
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３ 被災状況

（２） 本郷第１雨水ポンプ場

ア 本郷第１雨水ポンプ場 施設位置図

・浸水常襲地区となっ
ており，機器は高い位
置に設置されていた
・し渣搬出機が全て水
没
・ポンプ本体の軸受部
分が水没
・ポンプが稼働できた
ため，ポンプを運転し，
排水を行った

▽水没レベル GL+5.95m

▽FL+3.80m
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３ 被災状況

イ 本郷第１雨水ポンプ場の被災状況
本郷第１雨水ポンプ場 周辺写真 本郷第１雨水ポンプ場 写真

・仏通寺川の決壊により2.15ｍ高まで冠水し，屋外の除塵機設備が一部浸水
・消音器室については，ポンプ本体（2基）軸受部分が水没
・吐出弁（2基）の弁体は冠水
・室内配管補機類，給気チャンバー吸音材も一部浸水
・ポンプ，及び自家発用排気消音器は水没し，自家発用消音器は破損
・雨水ポンプは稼働するため，排水機能は確保
・除塵機が運転できないため，ポンプ運転時に目詰まりによる排水機能低下が懸念
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３ 被災状況

（３） 本郷第２雨水ポンプ場

ア 本郷第２雨水ポンプ場 施設位置図

・浸水常襲地区となって
おり，機器は高い位置
に設置されていた

・ポンプ室の入口の扉
は水密構造となってお
り，浸水は５ｃｍ程度で
あり機器に被害なし
・屋外の現場盤は全て
水没
・燃料タンクの液井指
示計は水没
・ポンプが稼働できたた
め，ポンプを運転し，排
水を行った

▽水没レベル GL+6.93m
▽FL+5.50m
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３ 被災状況

イ 本郷第２雨水ポンプ場の被災状況
本郷第２雨水ポンプ場 写真① 本郷第２雨水ポンプ場 写真②

・浸水常襲地区となっており，扉は水密化されていた
・仏通寺川の決壊により1.43ｍ高まで冠水し，除塵機設備が一部浸水
・屋外の現場盤は全て水没
・重油を補給するための燃料タンクの液位指示計が水没
・雨水ポンプは稼働するため，排水機能は確保
・除塵機が運転できないため，ポンプ運転時に目詰まりによる排水機能低下が懸念
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３ 被災状況

ウ 本郷第２雨水ポンプ場の油面指示計被災状況

給油ホース（応急措置）

燃料タンク室 浸水痕跡 1.43ｍ

燃料タンク室の油面指示計が浸水したため
，燃料移送ポンプの運転ができなくなった。
職員が人力でタンクローリーから内部の燃

料小出槽に給油した。
周囲の水が引いたところで，運転できない

原因となっていた警報設定器の安全装置を
解除した。これにより，指示計の機能は失わ
れたままであったが自動給油の機能は復旧し
た。
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４ 応急本復旧の方法

（１） 下北方雨水ポンプ場
【機械】原市ポンプ場(廃止ポンプ場）応急復旧，旧ポンプ移設(撤去機器），仮設水中ポンプ設置
【電気】仮設水中ポンプ電源工事
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５ 課題

・主要道路の浸水や崩壊等による通行止めや周辺道路の交通渋滞で現地確認に時間を
要した。

・排水機能を維持するための燃料の調達や給油に苦労した。

・災害発生後において，非常に混乱して状況記録が十分に出来なかった。

下北方ポンプ場付近の国道2号の状況
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６ 対応について

・市職員の直営作業において，他の部署からの応援により燃料小出槽への直接給油等の
臨機の措置をとった。

・雨水ポンプ場の遠隔監視システムを利用し，災害対応等で人手が不足する状況におい
ても事務所や現場にてインターネット経由により，常時リアルタイムでポンプの運転状況や
ポンプ井の水位観測等ができ状況の把握に役立った。

・マンホールトイレは，大地震を想定し完備していたが，今回の豪雨災害で断水となり設置
した。トイレの使用水として浄化センターの処理水を利用した。

遠隔監視システムの画面
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７ 今後について

・技術職員，事務職員を問わず想定を超える状況が起こり得る災害発生時において，緊
急対応できる能力を常日頃から向上させることが必要である。

・災害発生後に災害査定があることから，事前に災害査定について知っておくことが大切
である。

・主要機器類の防水対策が必要である。

・２日間程度は連続運転できるような体制を構築する必要がある。

・雨が予測された段階から公用車のガソリンを補給し満タンにしておく，下水道施設につ
いても燃料補給をしておくこと。

・災害時には，燃料の確保が困難となることから，取引先へ需要について速やかに伝えて
おくこと。


